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セクション1 化学品及び会社情報

製品に関する情報
製品名 J-B 極高温エクストリームヒート

化学物質名 該当しない

同義語 37901

他の製品特定⼿段 データ無し

推奨⽤途及び使⽤上の制限

推奨⽤途及び使⽤上の制限 製造者の指⽰に従い使⽤すること。

供給者の詳細
供給者の会社名称 J-B Weld Company, LLC

住所 400 CMH Road Sulphur Springs TX 75482 United States

電話番号 903-885-7696

FAX番号 903-885-5911

ホームページ

e-メール info@jbweld.com

緊急連絡電話番号
会社名 InfoTrac

緊急連絡電話番号 Tokyo +81 3-6388-0366

その他の緊急連絡電話番号 データ無し

セクション2 危険有害性の要約

化学物質⼜は混合物の分類

分類 [1] ⽪膚感作性 区分２　目への損傷　区分１ 

凡例: 1. Chemwatchによる分類; 2. ⽇本 NITE GHS 分類データベースによる分類; 3. EC 規則 1272/2008 - 附属書 VIによる分類

GHSラベル要素

絵表⽰:

注意喚起語 危険

危険有害性情報

H31８ 目への損傷を引き起こす場合がある

注意書き: 安全対策

P280 保護⼿袋／保護⾐／保護眼鏡／保護⾯を着⽤すること。

www.jbweld.com
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H315,   皮膚感作性 　



CAS番号 名称
官報公⽰整理番号 ナノフォーム粒⼦

特性化審法 安衛法

P261 ミスト／蒸気／スプレーの吸⼊を避けること。

P272 汚染された作業⾐は作業場から出さないこと。

注意書き: 応急措置

P302+P352 ⽪膚に付着した場合︓多量の⽔と⽯けん（鹸）で洗うこと。

P333+P313 ⽪膚刺激⼜は発しん（疹）が⽣じた場合︓医師の診察／⼿当てを受けること。

注意書き: 保管(貯蔵)

注意書き: 廃棄
P501 内容物／容器を国際、国、都道府県、⼜は市町村の規則に従って、認可を受けた有害または特別廃棄物処理場に廃棄すること。

セクション3 組成および成分情報

物質
混合物の組成については、以下のセクションを参照してください

混合物

%[重
量]

14808-60-7 ＜0.9 データ無し

データ無し

14464-46-1 <0.9 クリストバライト データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

凡例: [e] 内分泌かく乱作⽤をもつと認められている物質

セクション4 応急措置

必要な応急措置の説明

眼に⼊った場合

眼に⼊った場合︓
直ちにきれいな流⽔で洗浄すること。
洗眼は、眼球、瞼の隅々まで⽔がよく⾏き渡るように⾏うこと。
速やかに医師の⼿当てを受けること。痛みが続いたり繰り返す場合は、医師の⼿当てを受けること。
眼に損傷がある場合、コンタクトレンズの取り外しは、専⾨家に任せること。

⽪膚に付着した場合

⽪膚に付着した場合:
直ちに汚染された⾐類すべて(履物を含む)を脱がせること。
流⽔で⽪膚および⽑髪を洗浄すること。必要に応じて⽯鹸を使⽤すること。
炎症がある場合には、医師の⼿当を受けること。

吸⼊した場合 ヒューム、エアゾールまたは燃焼⽣成物を吸⼊した場合、汚染区域から退去すること。
通常、他の措置を講じる必要はないと考えられている。

飲み込んだ場合 直ちにコップ1杯の⽔を飲ませること。
応急措置は通常必要とは考えられていない。懸念がある場合には、医師に相談すること。

医師に対する特別な注意事項
対症療法を⾏うこと。

セクション5 ⽕災時の措置

消⽕剤
使⽤してもよい消⽕器の種類に制限はない。
周囲の環境に応じて適切な消⽕剤を使⽤すること。
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P264      使用後、手、皮膚と目を洗う

7439-89-6 50-75
シリカ、クリスタライン　クオーツ

1344-09-8 5-10 ケイ酸、ナトリウム塩

鉄

P305+P351+P338      目に入った場合は、きれいな水で数分間洗浄し、コンタクトレンズを外す。コンタクトレンズが無理なく使用できるまで、使用を控える。



出典 成分 物質名 TWA STEL ピーク 注記

特有の危険有害性

⽕災の際に避けるべき条件 知⾒なし。

消⽕活動に関する情報

特有の消⽕⽅法

⽕災及び爆発の危険性

セクション6 漏出時の措置

⼈体に対する注意事項，保護具及び緊急時措置
セクション 8 参照

環境に対する注意事項
セクション 12 参照

封じ込め及び浄化の⽅法及び機材

⼩規模漏出の場合 直ちに全ての漏出物を除去すること。
⽪膚および⽬との接触を避けること。

⼤規模漏出の場合
軽微な危険有害性。

現場から⼈員を退去させること。

個⼈⽤保護具に関する情報については、SDSのセクション8をご参照ください。

セクション7 取扱い及び保管上の注意

安全な取扱のための予防措置

安全取扱注意事項 換気がおこなわれている場所で使用すること

他の情報 元の容器のまま保管すること。
容器を完全に密封して保管すること。

混触危険性を含む、安全な保管条件

適切な保管条件
ポリエチレン製またはポリプロピレン製容器
製造者が推奨する容器を使⽤すること。
すべての容器に明確なラベルが貼り付けられていることおよび漏れがないことを確認すること。

避けるべき保管条件

セクション8 ばく露防⽌及び保護措置

管理パラメーター

許容濃度(OEL)

成分に関する情報

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

シリカ、クリスタライン   0.1　mg/m3 データ無し データ無し
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出典 成分 物質名 TWA STEL ピーク 注記

成分 TEEL-1 TEEL-2 TEEL-3

成分 オリジナルIDLH 改訂IDLH

成分 職業暴露バンド評価 職業暴露帯域制限

注記: 職業暴露バンディングは、化学物質の効⼒および曝露に関連する有害な健康上の結果に基づいて、特定のカテゴリまたはバンドに化学物質を割
り当てるプロセスです。このプロセスの出⼒は、労働者の健康を守ることが期待される露光濃度の範囲に対応する職業暴露バンド（OEB）、で
す。

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

０．０５ｍｇ/ｍ３ データ無し データ無し

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

⽇本産業衛⽣学会︓許容濃度
（粉塵の許容濃度）

緊急ばく露限度

職業暴露バンディング

ばく露管理

適切な⼯学的管理⽅法

⼯学的管理（設備対策）は、危険有害性を排除するため、または作業員を危険有害性から防御するために使⽤される⼿法である。適切に設計さ
れた⼯学的管理（設備対策）により、通常、作業者が関与することなく、作業者を効果的に保護することができる。
⼯学的管理（設備対策）の基本:
⼯程管理 - 作業または作業⼯程に変更を加え危険性を低減する。
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クリストバライト 112-24-3



個⼈保護措置

眼/顔⾯の保護 十分な換気のもとで作業をおこなうこと

⽪膚の保護 以下の⼿の保護具を参照してください。

⼿/⾜の保護

保護⼿袋を着⽤すること。
ゴム製などの安全靴または安全⻑靴を着⽤すること。

⼈によっては何らかの⽪膚刺激を⽣じることがある。⼿袋および他の保護具を脱ぐ際には、あらゆる⽪膚接触を避けるよう細⼼の
注意を払うこと。

⾝体の保護 以下の他の保護具を参照してください。

他の保護

防護⽤密閉服(つなぎ型)
塩化ビニル製エプロン
保護クリーム
⽪膚洗浄クリーム
洗眼⽤設備

呼吸⽤保護具

セクション9 物理的及び化学的性質

物理的および化学的性質に関する基本情報

外観 灰色な個体

物理的状態 ペースト状 ⽐重 (⽔ = 1) データ無し

臭い データ無し n-オクタノール/⽔ 分配係数 データ無し

臭気閾値 データ無し ⾃然発⽕温度 (°C) データ無し

pH (製品) 11.3 熱分解温度 データ無し

融点 / 凝固点 (°C) データ無し 粘度 (cSt) データ無し

沸点/沸騰範囲(°C) データ無し 分⼦量 (g/mol) データ無し

引⽕点 (°C) データ無し 味 データ無し

蒸発速度 <1 (ether=1) 爆発性 データ無し

引⽕性 データ無し 酸化作⽤ データ無し

爆発範囲-上限(%) データ無し 表⾯張⼒ (dyn/cm or
mN/m) データ無し

爆発範囲-下限(%) データ無し 揮発成分 (%vol) データ無し

蒸気圧 (kPa) ３２ｈPa at 25　℃ ガスグループ データ無し

⽔溶解性 混ざらない 溶液のpH (1%) データ無し

蒸気密度 (⼤気 = 1) 0.6 VOC g/L データ無し

ナノフォーム溶解度 ナノフォーム粒⼦特性

粒⼦サイズ

セクション10 安定性及び反応性

反応性 セクション 7 参照

化学的安定性 製品は安定しており、危険な重合反応は起こらないと考えられる。

危険有害反応可能性 セクション 7 参照

避けるべき条件 セクション 7 参照

混触危険物質 セクション 7 参照

危険有害な分解⽣成物 セクション 5 参照

セクション11 有害性情報

毒物学的影響に関する情報

吸⼊した場合 本物質は、(動物モデルを⽤いたEC指令の分類に基づく) 有害な健康影響を及ぼす物質または気道刺激性物質とは考えられていない。それでも
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なお、作業環境においては、適正衛⽣規範 (GHP) に従いばく露を最⼩限に抑え、適切な管理策を講じるべきである。

飲み込んだ場合

可溶性バリウム化合物の摂取は、滑らかな横紋筋および⼼筋の収縮（しばしば暴⼒的で痛みを伴う）、ゆっくりとした不整脈、⾼⾎圧、けいれ
ん、呼吸不全により、消化管粘膜潰瘍、顔および⾸筋⾁の緊張、胃腸炎、嘔吐、下痢、筋⾁の震えおよび⿇痺、不安、脱⼒感、呼吸困難、⼼臓
の不規則性を引き起こす可能性がある。
EC指令または他の分類基準により、「飲み込むと有害」に分類されていない。これは、裏付けとなる動物またはヒトにおける証拠が不⾜して
いるためである。

⽪膚に付着した場合

⽪膚に接触した場合、⽪膚炎を引き起こす可能性がある。
⽪膚疾患がある場合、症状を悪化させることがある。
⽪膚接触により、(EC指令の分類に基づく) 有害な健康影響を及ぼす物質とは考えられていない; 外傷、病変部または擦り傷を通じて体内に侵
⼊すると、健康被害を引き起こすことがある。
開放創、擦り傷または炎症がある場合は、⽪膚への接触を避けること。
切創、擦り傷または病変部などを通じて⾎流に侵⼊すると、悪影響を及ぼす全⾝性疾患を引き起こすことがある。使⽤前に⽪膚を検査し、あら
ゆる外傷を適切に保護しておくこと。

眼に⼊った場合

本物質が、相当数の⼈の眼に刺激を引き起こす可能性、および/または実験動物への点眼後、24時間以上も⾒られる重⼤な眼病変を⽣じる可能
性があることを⽰唆する証拠がある、またはこれらのことが実際的経験により予⾒される。
反復または⻑期的な眼との接触により、結膜の⼀時的な発⾚ (⾵傷に似ている) (結膜炎) を特徴とする炎症を引き起こすことがある; ⼀時的な
視覚障害や他の⼀時的な眼障害/潰瘍が発⽣することがある。

慢性毒性

本製品の⻑期吸⼊（職業ばく露など）は、癌発症リスクを⾼めることが研究データにより確認されている。
⼈によっては、⽪膚に付着することにより、感作性反応を⽣じる可能性が⾼くなると考えられる。
可溶性ケイ酸塩は潜在的な感作性を⽰さない。細菌および動物での試験では、突然変異または出⽣異常が引き起こされることは証明されていな
い。

内分泌かく乱特性
データ無し

silicic acid, sodium salt
吸気 飲み込み

LC50 Rabbit ;4,640 mg/kg LD50-Rat; 1,960 mg/kg

飲み込み 皮膚

飲み込み、吸気、皮膚

飲み込み

飲み込み 刺激性

飲み込み 刺激性

毒性 刺激性

毒性 刺激性

毒性 刺激性
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毒性 刺激性

凡例: 1. 欧州ECHA登録物質 - 急性毒性 - から得られた値。 2. *の値は製造者のSDSから得られた値。 特に注記のないデータはRTECSから抽出した
値。

⼆酸化チタン & アルミナホウ珪
酸ガラス & 硫酸バリウム ⽂献調査では、有意な急性毒性データは確認されていない。

急性毒性 発がん性

⽪膚腐⾷性／刺激性 ⽣殖毒性

眼に対する重篤な損傷性
／眼刺激性

特定標的臓器毒性
（単回ばく露）

呼吸器感作性⼜は⽪膚感作性 特定標的臓器毒性
（反復ばく露）

⽣殖細胞変異原性 誤えん有害性

凡例: – データ利⽤不可または、区分に該当しない
– 分類済み

セクション12 環境影響情報

⽣態毒性

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典
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成分 残留性: ⽔域/⼟壌 残留性: ⼤気

成分 ⽣物濃縮性

成分 移動性

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

エンドポイント 試験期間 (時間) 種 値 出典

凡例: 1. IUCLID毒性データ 2. 欧州ECHA登録物質 - ⽣態毒性情報 - ⽔⽣毒性 3. EPIWIN Suite V3.12 (QSAR) - ⽔⽣毒性データ (予測) 4. ⽶国環
境保護庁, Ecotoxデータベース - ⽔⽣毒性データ 5. ECETOC⽔⽣環境有害性評価データ 6. NITE (⽇本) - ⽣物濃縮性データ 7. METI (⽇本) -
⽣物濃縮性データ 8. ベンダーデータ から抽出

⽔⽣⽣物に対して有害であり、⽔⽣環境中で⻑期にわたり悪影響を及ぼすことがある。
表層⽔や平均⾼⽔位線以下の潮間帯域への流⼊を阻⽌すること。設備の洗浄もしくは設備の洗浄⽔の処理に際して、⽔域を汚染しないこと。

製品の使⽤により⽣じた廃棄物は、現場もしくは許可を受けた廃棄物処理場において処理すること。

残留性・分解性

⽣体蓄積性

⼟壌中の移動性
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硬化剤 NOEC - Daphnia magna       3.5 mg/L  21d



製品名 グループ

製品名 輸送タイプ

内分泌かく乱特性
データ無し

セクション13 廃棄上の注意

廃棄⽅法

製品／容器／包装の廃棄⽅法

容器は空であっても化学的な危険有害性を有していることがある。
可能な場合、適切な再使⽤／リサイクルのため、製造者に返送すること。
器具の洗浄に⽤いた洗浄⽔は排⽔路に流⼊させないこと。
器具の洗浄に⽤いた洗浄⽔は、排出する前にすべて回収し適切な処理を施す必要がある。
製造者にリサイクルの可否を問い合わせ、可能な場合はリサイクルすること。
廃棄する場合は廃棄物の処理を管理している都道府県・市町村に問い合わせること。

セクション14 輸送上の注意

陸上輸送 (ADG): 危険物輸送規制対象外

航空輸送 (ICAO-IATA / DGR): 危険物輸送規制対象外

海上輸送 (IMDG-Code / GGVSee): 危険物輸送規制対象外

MARPOL 附属書 II 及び IBC コードによるばら積み輸送
該当しない

MARPOL 附属書 V 及び IMSBC コードによるばら積み輸送

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

ICG コードによるばら積み輸送

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

セクション15 適⽤法令

物質⼜は混合物に特有な安全、健康および環境に関する規制
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Japan Occupational Exposure Limits - Carcinogens
ケミカル フットプリント プロジェクト - ⾼懸念化学物質リスト
国際がん研究機関(IARC) - IARCモノグラフにより分類された化学物質
国際がん研究機関(IARC) - IARCモノグラフにより分類された化学物質 - グループ 1 :
ヒトに対する発がん性がある
⽇本 労働安全衛⽣法

⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 既存化学物質 / 新規公⽰化学物
質
⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 製造輸⼊量の届出を要しない物
質
⽇本 政府によるGHS分類
⽇本 粉塵の許容濃度
⽇本安衛法︓名称等を表⽰し、⼜は通知すべき危険物及び有害物

bis[(dimethylamino)methyl]phenol に関する適⽤法令
⽇本 労働安全衛⽣法 ⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 既存化学物質 / 新規公⽰化学物

質

2,4,6-tris[(dimethylamino)methyl]phenol に関する適⽤法令
化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 優先評価化学物質
⽇本 労働安全衛⽣法
⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 既存化学物質 / 新規公⽰化学物
質

⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 : 優先評価化学物質
⽇本 政府によるGHS分類

⼆酸化チタン に関する適⽤法令
Japan Occupational Exposure Limits - Carcinogens
ケミカル フットプリント プロジェクト - ⾼懸念化学物質リスト
世界保健機関(WHO) ナノ物質製造のための提案職業ばく露限度(OEL)
国際がん研究機関(IARC) - IARCモノグラフにより分類された化学物質
国際がん研究機関(IARC) - IARCモノグラフにより分類された化学物質 - グループ 2B
: ヒトに対して発がん性がある可能性がある
⽇本 労働安全衛⽣法

⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 既存化学物質 / 新規公⽰化学物
質
⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 製造輸⼊量の届出を要しない物
質
⽇本 政府によるGHS分類
⽇本 粉塵の許容濃度
⽇本 許容濃度等
⽇本安衛法︓名称等を表⽰し、⼜は通知すべき危険物及び有害物

アルミナホウ珪酸ガラス に関する適⽤法令
⽇本 粉塵の許容濃度

⼆酸化ケイ素 に関する適⽤法令
世界保健機関(WHO) ナノ物質製造のための提案職業ばく露限度(OEL)
国際がん研究機関(IARC) - IARCモノグラフにより分類された化学物質
⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 既存化学物質 / 新規公⽰化学物
質

⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 製造輸⼊量の届出を要しない物
質
⽇本 政府によるGHS分類
⽇本 粉塵の許容濃度

硫酸バリウム に関する適⽤法令
⽇本 労働安全衛⽣法
⽇本 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 - 既存化学物質 / 新規公⽰化学物
質
⽇本 政府によるGHS分類

⽇本 粉塵の許容濃度
⽇本毒物および劇物取締法 - 政令（第2条）劇物

労働安全衛⽣法

名称等を表⽰し、⼜は通知すべき危険物及び有害物
⽂書の交付

政令名称 政令番号

名称等を表⽰すべき危険物及び有害物

政令名称 政令番号

製造の許可を受けるべき有害物

政令名称 政令番号

該当しない 該当しない

関連する法令・条例

危険物 - 酸化性の物 該当しない

危険物 - 引⽕性の物 該当しない

有機溶剤 該当しない

特定化学物質 該当しない

化管法
-

分類 政令名称 政令番号

該当しない 該当しない 該当しない

毒物及び劇物取締法 該当しない

化審法

優先評価化学物質

第1種特定化学物質 該当しない

第2種特定化学物質 該当しない

監視化学物質 該当しない

バージョン番号: 2.5.3.1 ページ 10 / 11 発行日: 2022.12.07

続く続く続く続く...



国別インベントリ 状況

バージョン 改訂⽇ 更新されたセクション

⼀般化学物質 ⼆酸化ケイ素, ビス（ジメチルアミノメチル）フェノール, ピグメント ホワイト－６, ⼆酸化ケイ素, 硫酸バリウム

国別インベントリ状況

オーストラリア - AIIC /オース
トラリア⾮⼯業⽤

カナダ -  DSL

カナダ - NDSL

中国 - IECSC

欧州 - EINEC / ELINCS / NLP

⽇本 - ENCS

韓国 - KECI

ニュージーランド - NZIoC

フィリピン - PICCS

⽶国 - TSCA

台湾 - TCSI

メキシコ - INSQ

ベトナム - NCI

ロシア - FBEPH

凡例:

セクション16 その他の情報

改訂⽇ 05/18/2021

最初の発⾏⽇ 02/10/2021

SDSバージョンの概要

1.5.2.1 04/26/2021 規制の変更

1.5.3.1 05/13/2021 規制の変更

1.5.3.1 05/17/2021 成分

他の情報
製品および各成分の分類は、公式かつ信頼性の⾼い情報源や、参考⽂献を使⽤したChemwatch分類委員会独⾃の評価によるものです。 
SDSはハザードコミュニケーションのツールであり、リスクアセスメントの⼀助として使⽤されるべきである。 掲載されているハザードが、作業場やその他の環境においてリスク
をもたらすか否かは、様々な要素により決定される。 暴露シナリオを参照することにより、リスクが特定されることもある。 使⽤規模、使⽤頻度および現⾏の設備管理も考慮しな
ければならない。

ChemwatchのAuthorITeで作成しました。
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